
先生：今日は少し基本に戻って「計算」についてお
話ししましょう。
生徒：計算ですか？私、数学苦手なんですよね・・・
芝生を管理するのに数学なんて必要なんでしょうか？
先生：しば代ちゃん、何言ってるのよ？芝生の管理
計画には基本的な計算が最も重要な事なのよ！
生徒：そうなんですか？・・きっちり計算して管理
してもそもそも芝生なんてきっちりしてる物じゃない
しあんまり意味ないんじゃないかと思ってました・・・
先生：ほんとに困ったわね・・・じゃあ質問するけど、
土壌分析して出てきたデータは数値でしょ？それをど
のように管理に生かすの？
生徒：多い物は少なくなるように、少ない物は大目
にあげる感じでしょうか・・
先生：つまり” 適当に” やるってことね・・
生徒：数字化して管理に役立てられるんでしょうか？
先生：もちろんよ・・じゃあ肥料の成分を計算して
散布量を決める。これは計算するわよね・・
生徒：そうですね・・そのぐらいは計算しないと・・
先生：土壌分析の結果から考えて施肥計画を立てる
なら土壌分析の結果の数値も考慮に入れないとダメよ
ね・・
生徒：そうですね・・・・・
先生：どうも基本的なことがわかってないみたいね・・
じゃあ質問、肥料の袋に書いてある 10-10-10 や
24-5-11 のような数字の意味は分かってるかしら？
生徒：先生、いくらなんでもバカにした質問ではな
いでしょうか・・NPK つまり窒素、リン、カリの含有
量を表しています。10-10-10 なら肥料の袋２０kg に対
してそれぞれ１０％の２ｋｇずつの窒素、リン、カリ
がその肥料に含まれているってことです！
先生：あらしば代ちゃんずいぶん自信たっぷりに答

えたわね・・でもそれは不正解よ・・
生徒：えええ～不正解って・・
そんな馬鹿な・・・
先生：そう、不正解。窒素は確
かに１０％の２ｋｇでいいのだけ
れどリンとカリは２ｋｇではない
わ・・
生徒：えっ・・じゃあいくつが
正解なんですか？
先生：正解は、リンが 0.88kg で
カリが 1.66kg なのよ・・
生徒：ええっ、じゃあ 10-10-10
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じゃないって言うことです
か？
先生：そうね本当のＮ－Ｐ
－Ｋは１０－４．４－８．３
とういうことになるわ・・
生徒：本当にっていうことは、
10-10-10 はＮ-Ｐ-Ｋではないということですか？
先生：その通り、本当はＮ-P2O5-K2O で表されている
のよ・・つまり真ん中の P の数字の１０％は P 元素が
二つと酸素（O) 元素が五つの合計で１０％、３番目の
カリの１０％はカリ（K）元素が二つと酸素（O）元素
が一つ組み合わさったものが１０％と言うことなの
よ・・
生徒：と言うことは・・P2O5 と K2O から P と K 単体
の数量を計算しないといけないんですね・・計算難し
そう・・分子量を計算して・・
先生：簡単に計算することができるわ、P2O5 から P
を計算するには 0.44、K2O から K を計算するには
0.83を掛ければいいのよ・・
生徒：そうだったんですね・・と言うことは 24-5-11
の肥料は 24-2.2-9.13 の N-P-K と言う事だったんです
ね・・
先生：そういうこと・・しば代ちゃんは今まで肥料
の設計するときにこれを計算していたかしら？
生徒：計算に入れていませんでした・・肥料の袋の
表示を肥料の量に掛けてそのまま合計していました・・
先生：と言う事は実際に芝生に施肥されていた P と
Kの量はだいぶ少なかったと言う事になるわね・・
生徒：その通りです・・知らないと言う事は恐ろし
い事ですね・・・
先生：そうね、計算だけなら今はパソコンの表計算
ソフトがすぐにしてくれるけど、その前提である計算
根拠が間違っているとどうしようもないわね・・
生徒：ちゃんとした計算をするためにはその数字の
意味を理解しないといけないんですね・・良くわかり
ました・・
先生：じゃあ次の質問・・土壌分析をして P が
100ppm 検出されました・・これって 11-48-0 の肥料
をどれだけ施肥したのと同じ量なのかしら？わかる？
生徒：ええっ ~P が 100ppm で肥料の量ですか？・・
ううう・・頭が痛くなってきた・・・
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